
令和7年度 iJAMP「市議会最前線」掲載記事一覧
掲載月 市議会 タイトル 頁
令和7年

4月 駒ヶ根市議会（⻑野県） ⻑野県駒ヶ根市議会の議会改⾰ P2

5月 市川市議会（千葉県） 市議会90周年記念事業を実施〜開かれた議会を目指して〜 P3

6月 島田市議会（静岡県） 島田市議会版主権者教育の取組 P4

7月 丹波篠山市（兵庫県） 「変わろう！変えよう！」からはじまった議会改⾰の歩み P5

8月 浜田市議会（島根県） 「主権者の声をカタチに」 P6

9月 徳島市議会（徳島県） 「傍聴者及び議員向け託児サービスを開始」 P7

10月 玉名市議会（熊本県） 「議会DXで市⺠の信頼UP！」 P8

11月 夕張市議会（北海道） 「ピンチをチャンスに」更に親しみやすく開かれた議会を目指して P9

12月 奥州市議会（岩手県） 「市⺠に信頼され存在感のある議会を目指して」 P10
令和8年

1月 珠洲市議会（石川県） 「災害発生時に議会は何ができるのか」 P11

2月 豊島区議会（東京都） 「議会改⾰のこれまでと今後のさらなる推進へ」 P12

3月 ⻲山市議会（三重県） 「議会報告会番組「こんにちは！市議会です」」 P13
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ツキニミーティ
ング

高校生未来会議

iJAMP記事

【市議会最前線】長野県駒ヶ根市議会の議会改革＝駒ヶ根市（長野県）
25/04/01 08:00 Ln001

　駒ヶ根市は長野県南部に位置し、西に中央
アルプス、東に南アルプスを望む「アルプス
がふたつ映えるまち」です。市の中央を天竜
川が流れ、人口は約31，000人。市議会は15
名（男性10名、女性5名）の議員で構成され
ています。

　平成26年12月に議会基本条例を制定し、令
和３年度に初の評価・検証を実施。令和６年
度には２回目の評価・検証を行い、明確にな
った課題の解決に向けて「まずはやってみよ
う！」の精神でさまざまな取り組みに着手し
ています。

コロナ禍では、委員会などをオンラインで
も対応できるよう整備。令和３年からは
「LINE WORKS」の導入により、議員・事務
局間の通知等、情報の即時共有を図るととも
に、令和５年にはタブレット端末を導入し、ペーパーレス化を推進しています。

　令和２年には、市民意見を議会報編集や議会活動に反映するため、議会広報モニター制度を導入。
現在３期目となり、17名のモニターから貴重なご意見をいただいています。

　常任委員会では市民団体との意見交換に加え、令和６年からは予算の事前検証や決算の事後検証に
向けて、市が実施する施策の現在地を横断的に把握しようと「ツキニミーティング」を開始しまし
た。議員同士の対話機会を増やすことも目的とし、市役所以外の場所で開催する、服装自由、沈黙歓
迎、結論出なくてOKなど、独自ルールのもと、月２回を目標に実践しています。

　また、課題となっている議員間討議のきっかけづくりとして、予算・決算特別委員会後に「クール
ダウンミーティング」と称し、全議員が自由討議する中で審議を深める努力をしています。

　近年では主権者教育の一環として、議員有志による「ワクワク未来部会」を中心に、市立東中学校
２年生全員と協働した「こども未来会議（中学生議会）」をはじめ、市内小学生の議場見学や議場ス
ピーチなどを企画しています。

　令和６年には、県立赤穂高校３年生全員と
協働し「高校生未来会議」を開催しました。
ワークショップを通じ、当市の現状や課題を
把握する中で、高校生が解決方法をプレゼン
し、最終的にアイデア選挙により選出された
代表５グループが議員に向け議場において政
策提言のスピーチを行いました。

　さらに令和６年に、議員発議による駒ヶ根
市政治倫理条例を制定し、議員自ら襟を正す
とともに公正で民主的な市政の発展に寄与す
ることを明示しました。

　これまでの取り組みにより、当市議会は市
民との対話を深め、議会の機能向上に努めて
きました。しかし、時代の変化とともに求め
られる議会の役割も進化し続けます。今後も、より開かれた議会を目指し、市民の皆さまとともに課
題を共有し、解決に向けた議論を重ねながら、さらなるレベルアップを図ります。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。 2
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【市議会最前線】市議会90周年記念事業を実施～開かれた議会を目指して～　＝市川
市〔千葉県〕
25/05/07 08:00 Ln1

議場コンサート

作文コンクール

iJAMP記事

　千葉県市川市では、昭和９年１２月に初めて市議会が招集され、令和６
年に市議会90周年を迎えました。そこで「開かれた議会」の実現に向け
て、市民の皆様に議場へ気軽に足を運んでいただき、市議会をより身近に感
じていただけるイベントとして、「議場コンサート」及び「作文コンクー
ル」を実施しました。

「議場コンサート」は、議論の場である議場をコンサート会場として、小
さなお子さんから大人まで、全１１団体、２５０人を超える方にご参加いた
だき、合唱、器楽アンサンブル、和太鼓演奏、ダンス等、幅広いジャンルの
パフォーマンスを披露していただきました。

　「作文コンクール」は、市内の小中学生を対象に、市川市の未来・自分の
未来を想像し、その実現に向けて「今自分にできることは何だろう」と考え
てほしいとの願いから企画しました。
小学校４年生から中学校３年生まで１７３人の児童生徒から応募いただき、審査員となった市議会議員の選考の結
果、議長賞、副議長賞など２０作品が選ばれました。
議場で行った表彰式には、受賞された児童生徒のほか、保護者、関係者なども招待し、表彰状の授与、議長賞受賞
者による作品朗読を行いました。
　市議会としては、市川市の将来を担う子どもたちの考えに直接触れることができ、大変貴重な機会となりまし
た。

　それぞれのイベントに参加された方からは、「普段は入ることのできな
い議場で貴重な体験ができた」、「議員の方に親切に接していただき市議会
を身近に感じることができた」などの感想が寄せられ、市議会への理解を深
めるとともに、開かれた議会の実現に寄与する取り組みであったと考えてい
ます。

　その他の取り組みとして、市川市の魅力をより深く知ってもらうことを目
的に、市内各所の風景を収めた「日めくりカレンダー」を制作し、市川市を
学ぶ機会として活用していただけるよう、市内の小学校、中学校、保育園、
幼稚園等に配布しました。

　市川市議会では、これからも未来を担う子どもたちが夢と希望を持てるよ
う、市民の皆様と手を携え、次の１００周年、またその先へと歩みを進めてまいります。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】島田市議会版主権者教育の取り組み＝島田市（静岡県）
25/06/06 08:00 NG94

議場探検ツアー

iJAMP記事

　令和５年１２月、全国市議会議長会等から国に対し、主権者教育の強化を求めることについて要望が出され、
全国的に主権者教育に対する機運が高まっています。この流れを受け、当市議会では、令和６年８月に、次世代を
担う子どもたち（小学生）とその保護者を対象とした「夏休み親子議場探検ツアー」を初めて開催しました。

ツアー当日は、議員との交流を通じて市議会の役割や仕組みを学び、市政及び市議会に興味を持ってもらうこと
を目的としたいくつかの企画を用意しました。はじめに、参加者は市及び市議会についての簡単な講義を受け、そ
の後、令和５年１０月に運用開始したばかりの真新しい議会エリアの探検に出発しました。探検中、議長応接室や
委員会室などの各スポットでは、議員から議会に関するなぞなぞが出され、子どもたちは議員との会話の中で、ヒ
ントをもらいながら真剣に考えましたが、このなぞなぞには保護者たちも四苦八苦。議員や参加者同士の交流も深
まり、普段は閑静な議会エリアに、子どもたちの元気な声が響き渡りました。

　探検終了後は、議場で子どもたちから議員に対し自由質問を行う時間を
設けました。「島田市の市章にはどういう意味があるの？」「島田市にはい
くつ企業があるの？」「島田市のお茶畑の面積は？」など、事前通告なしの
直球質問の数々が議員に投げかけられ、普段は市政をただす立場の議員が子
どもたちの質問にたじろぐ場面も。議場は終始笑い声であふれていました。

イベントの事前周知や参加者募集の方法などに課題も見つかりましたが、
参加者からの感想はおおむね好評であり、運営に携わった広報広聴特別委員
も、既に次の開催に向けた検討をはじめています。

　その他、当市議会では、１８歳への選挙年齢の引き下げを踏まえ、次世代
を担う高校生が市や市議会の現状をどのように捉え、今後どうなっていって
ほしいかなどの意見を市政に反映できる場を設けていくべきだとの観点か
ら、市内の各高等学校の協力の元、定期的に高校生との意見交換会を実施しています。昨年度の意見交換会では、
議会だよりの紙面の改善点について高校生へ意見聴取を行い、その意見を参考に議会だよりのフルカラー化を実現
するなど、具体的な成果も上がっています。

　若年層が市議会に対して、興味・関心を抱く特効薬となる取り組みはないと思われるため、今後も若年層との交
流を行う中で、試行錯誤を重ねながら、島田市版の主権者教育を進めていきます。（了）

自治体ＤＸの最新事例をご紹介！iJAMPセミナーお申込みはこちら

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】「変わろう！変えよう！」からはじまった議会改革の歩み＝丹波篠
山市（兵庫県）
25/07/02 08:00 Ln1

議会報告会：ワークショップの様子

 

iJAMP記事

　丹波篠山市は兵庫県の南東部に位置し人口は約39，000人。市の基幹産業は農業で、主な特産物には丹波篠山黒
豆（黒枝豆）、丹波篠山山の芋、丹波栗、丹波茶や丹波焼などがあります。全国的に知られる「デカンショ節」の
ふるさとでもあり、8月には「デカンショ祭」が盛大に行われます。

　丹波篠山市議会では、平成20年から「変わろう！変えよう！」をスローガンに、平成24年には議会基本条例を
施行し、市民に開かれた身近で信頼される議会、市民の負託に応えられる議会の実現を目指して議会改革に取り組
んでいます。

　議会基本条例の施行後も検証を行い、政務活動費の活動報告書や領収書のホームページ上での公開や活動報告会
を行い透明性を確保する取り組みを行うなどの改善を図ってきました。

　令和5年度に行った検証の中では、市民に分かりやすい議論を行うため、
本会議の資料を会議前にホームページで公開を始めました。また、市民に開
かれた議会を目指す観点から、ライブ配信のみ行っていた委員会審査につい
て録画配信も開始しました。平均して約100回超の再生数となっており、こ
れまで委員会審査を見ていただくことができなかった市民の方にも見ていた
だけるようになりました。

　また、議会報告会では、参加者の固定化や特定の方の発言が多いことが課
題であったため、議会報告とテーマを設定したワークショップ形式の意見交
換会の2部制に変更することで、これまで参加されなかった市民の参加や参
加者全員からの意見を聴くことができるようにし、参加者からは「日頃感じ
ていることを自由に発言できた」、「自分の考えを発表できてよかった」な
どの感想をいただきました。

　そのほかにも、議会だよりにクイズを掲載し、市民からの感想や意見を募
る仕組みを導入することで広聴機能の強化を行ったとともに、今夏には主権者教育に取り組むため、小学生を対象
にした「ふれあい子ども議会教室」を開催予定です。

　今年度も議会改革調査特別委員会を立ち上げ議会基本条例の検証や議場モニターの導入についての調査研究を行
っています。今後も時代に即した議会運営となるよう改革を重ね、市民に開かれた議会、市民の負託に応える議会
を目指して取り組みを続けていきます。（了）

 大阪府副知事登壇！iJAMP自治体実務セミナー＠大阪　7/30開催

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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7月に開催した
第5回はまだ市
民一日議会の様
子

iJAMP記事

【市議会最前線】「主権者の声をカタチに」＝浜田市（島根県）
25/08/04 08:00 Nf001

　島根県浜田市議会では、議会と市民が双方向に学び合う主権者意識醸成の取組に重きを置いていま
す。その中心にあるのが「はまだ市民一日議会」です。市民が議場に登壇し、自らの意見を議員に直
接届けることができるこの取組は、第16回マニフェスト大賞で優秀躍進賞を受賞しました。

　令和3年の初開催以降、学生や子育て世代、社会人など老若男女問わず多様な層にご参加いただ
き、空き家対策や子ども支援、起業促進など市を良くしたいという声を伺ってきました。特徴とし
て、形式的な意見の発表で終わるのではなく、議会や委員会での協議等を通じて政策に反映されてい
る点があります。実際に、登壇者の声をもとに、執行側の行政も同様に必要性を感じ、ボール遊びが
できる公園の整備や駅付近に学習スペースが設けられるなど、市の政策に反映されています。また、
参加者からの提案に議員自らも学びを深め、子ども条例の制定に向けた議員連盟の発足や若者参画の
促進の取組など政策へ波及させるための動きもあります。

　このように、議会に届けられた市民の声が
政策に反映されるというプロセスが評価さ
れ、早稲田大学デモクラシー創造研究所が実
施する「地域経営のための議会改革度調査
2024」において、浜田市議会は全国2位とな
りました。

　主権者参画の取組は「はまだ市民一日議
会」だけではありません。教育機関との連携
も特徴的で、市内高校生との意見交換会や浜
田市にキャンパスを持つ島根県立大学との共
同研究なども行い、学生のうちからまちづく
りや政治に関わる機会を創出しています。そ
れらの取組が功を奏したのか、小学校側から
政治に関する調べ学習でまとめた内容を議員
に対し発表したいという依頼もあり、小学6
年生2クラス13グループの生徒から、現状の
調査や分析に基づいた様々な提案を受けまし
た。

　議会基本条例に規定する「議会報告会」は、地域井戸端会と称して議会から報告する場から地域の
声を聴く場へと転換しています。市域の広い浜田市であるため、市内28会場に議員がグループごと
に分かれて出向き、地域住民と意見交換を行いながら政策形成に生かしています。

　こうした一連の取組によって、議会が一方的に「説明する場」から、市民とともに未来を考える
「協働する場」へと進化していると言えます。市民一人一人の声を未来につなぎ、住民の福祉の増進
へと結び付けていくために、浜田市議会ではこれからも一歩ずつ着実に歩みを進めていきます。
（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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本会議や委員会を傍聴する皆様と、本会議や委員会に
出席中の議員が利用できる託児室の室内

iJAMP記事

【市議会最前線】傍聴者及び議員向け託児サービスを開始＝徳島市（徳島
県）
25/09/05 08:00 Nf003

　徳島市議会は、女性の社会進出や共働き世帯の増加といった現代社会の変化に対応し、子育て世代
の議会活動への参加を促進するため、独自の取り組みを令和７年９月定例会より開始します。

　近年、子育て世代が社会活動に参加する機会が制約されるケースが少なくありません。特に、議会
活動への参加は、会議時間の長さや子連れでの参加の難しさから、心理的なハードルが高いのが現状
です。議会活動の透明性を高め、市民の声をより幅広く議会に反映させるためには、こうした課題を
解決し、誰もが安心して議会に参加できる環境を整備することが不可欠です。

　そこで、徳島市議会では、お子様連れの皆様が本会議や委員会を傍聴する間や子育て中の議員が本
会議や委員会出席中に安心して利用できる託児サービスを開始します。このサービスは、議会が開か
れている期間中、専門の保育スタッフが安全かつ快適な環境でお子様をお預かりするものです。これ
により、お子様の預け先を心配することなく、議会の傍聴や議員としての職務に集中できるようにな
ります。

　また、小さなお子様連れの皆様や議員が安
心して議会活動に参加できるよう、授乳スペ
ースも新たに設置します。プライバシーに配
慮した個室空間で、授乳やおむつ替えをする
ことができます。このスペースは、本会議場
や委員会室の近くに設置され、必要なときに
いつでも利用可能です。

　これらの取り組みは、子育て中の市民の皆
様が議会活動に積極的に関わることを可能に
するとともに、多様なライフスタイルを持つ
市民の皆様の意見を議会に反映させるための
重要な一歩になります。

　議会が市民にとってより身近な存在とな
り、誰もが参加できる開かれた場になること
を目指し、徳島市議会では、今後も市民の皆
様の声に耳を傾けながら、誰もが暮らしやす
い社会の実現に向けた取り組みを進めてまいります。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】『ピンチをチャンスに』更に親しみやすく開かれた議会を目指して
＝夕張市議会（北海道）
25/11/10 08:00 Nf1

地域との意見交換会

 

模擬議会

 

iJAMP記事

　夕張市議会では、平成２５年２月２８日に国内で唯一の財政再生団体という立場にありながらも自由闊達な議
論を通じて政策提言や政策立案を積極的に行い、市民協働の議会運営を進めながら活力ある地域づくりを進めるこ
とを誓い、議会基本条例を制定し活動を行っています。

　現在、議会の活動を市民に広く知ってもらうため議会だよりを年４回発
行し、現在の夕張の様々な課題について議員自らが取り組んでいる姿を掲載
しています。

　また、普段、仕事や家事で傍聴できない市民のために６月の定例会には夜
間議会を実施しています。

　ここ最近では、更に開かれた議会の実現を目的に『You Tube』で議会の
様子を公開しています。

　次に市民との関係性構築のため力を注いでいるのが、年１回開催している
地域懇談会です。課題のある地域に出かけ、直に住民の声に耳を傾け、執行
機関が示す政策になどに乖離がないか常に情報収集を行っています。

　一方、主権者教育の重要性から小学生との交流も活発に行われ、例年２月
に議事堂において模擬議会を開催し、議会について深く学んでもらう機会を設けています。

　最後に、議会のＩＣＴ化の取り組みについては、予算の関係もあり環境
整備についてはなかなか思うようには進められない状況ではありますが、市
内小中学校のタブレット端末が更新を迎え余剰となっている端末を利活用
し、一部、ペーパレス化を進めているところです。今後は、無料のアプリを
活用し、スケジュール管理やオンラインでの会議などを試行的に行いＩＣＴ
化を進めて行きたいと考えています。

　地方での議会が抱える課題は、多岐にわたりますが、財政再生団体脱局後
の議会運営を更に親しみやすく開かれた形となるよう取り組んでまいりま
す。（了）

行政と連携実績のある動画クリエイター登場！行政のSNS発信について学ぼう
※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】市民に信頼され存在感のある議会を目指して＝奥州市議会（岩手
県）
25/12/08 08:00 Nf3

傍聴席前の大型モニター
によるライブ字幕配信表
示

 

iJAMP記事

　奥州市は、岩手県中南部に位置し、豊かな自然と歴史・文化が息づくまちです。アメリカメジャーリーグで活
躍する大谷翔平選手の地元としても知られ、多くの観光名所や伝統行事があります。人口は約１０万６，０００
人、市議会は２８名（男性２４名、女性４名、定数２８名）で構成されています。

　奥州市議会では、社会情勢の変化により生じる市政の課題に適切かつ迅速に対応するため、徹底した議会改革に
継続的に取り組んでまいりました。

　具体的には、議会運営の見える化の推進と情報発信の強化を図るため、議会広報紙のリニューアルを行ったほ
か、ＳＮＳの活用による情報発信や、地元エフエム放送の番組に議員が出演し電波を通じて市民に情報を届ける取
り組みを実践してきました。

　令和５年には、議場システムの更新に合わせてライブ字幕システムを導入し、傍
聴席の大型モニターでライブ字幕配信表示を閲覧できるようにしたほか、インター
ネット議会中継では字幕付きのままホームページで中継を閲覧できるようにしまし
た。専門用語が飛び交う議場のやりとりをルビ付きの文字に変換することで、耳の
聞こえに不安のある人だけではなく、小中高生などにも分かりやすい議論を放映で
きるなど、主権者教育にもつながりました。

　中継の字幕は、およそ１５０の国と地域の外国語翻訳に対応しており、誰ひとり
取り残さないとするＳＤＧｓの取り組みにもつながりました。システム導入後は、
聴覚に不安のある市民が議場に傍聴にいらっしゃいましたが、議会でのやりとりが
良く分かるようになってとても良かったとの声をいただくなど、今ではモニターの
近くにお座りになる人が増えています。

　今年度は、任期４年間の総括として当市議会基本条例の検証を現在進めており、
これまでの取り組みの成果と課題を明確にし、さらなる改善を図る予定としていま
す。また、市議会議員政治倫理条例の制定に向けた取り組みも進めており、市民の
皆様からの信頼確保と議会活動の一層の透明性向上を目指しています。

　市民に信頼され存在感のある議会を目指し、当市議会では、今後も継続的な議会
改革を推進しながら、「チェック」と「提言」による「二刀流議会」で市民の負託に応えてまいります。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】災害発生時に議会は何ができるのか＝珠洲市議会（石川県）
26/01/05 08:00 Nf2

石川県珠洲市議会

iJAMP記事

　令和６年１月１日午後４時１０分、石川県珠洲市内を震源とする能登半
島地震が発生し、地震の規模はマグニチュード７．６で最大震度７を観測し
ました。

　令和５年５月にも震度６強の地震があり、災害時における議会の行動マニ
ュアルを議員に周知していましたが、実際はほとんどマニュアル通りの行動
はできませんでした。

　道路はもちろん電気、水道、通信網が使えない状況となり、全議員の無事
が確認できたのは発災から４日後の１月５日でした。議員は各々の避難所等
に張り付き、地元の情報収集や地域の方々の要望を行政に伝えることで精い
っぱいでした。

　また、オンライン会議もできるように条例等の改正をしていましたが、通信網が遮断されている地域があり、開
催することができませんでした。

　議会活動としては、最初に議員全員協議会を開催できたのが１月２６日で、執行機関より市内の被害状況や支援
制度についてはじめて正式に説明を受けました。

　執行機関側も災害対応に追われており、議会に対して報告ができない状況にあり、各避難所においても支援策等
について正確な情報がないため、誤って情報が流れるなど混乱が起きた地域もあったと聞いています。

　そういった中で、議会やそれぞれの議員に求められた役割は、現在、どのような災害復旧対応を行っていて、そ
の対応がいつ頃になるのかといった正確な情報の収集・伝達でした。そのため、議員個人として情報収集するには
限界があり、執行機関へさまざまな対応を求めるのも困難であると考え、議員間討議を行い、それぞれの地域での
問題点を洗い出し、それがどれくらいで改善されるのかといった情報共有を行いました。その後、それぞれの地域
の問題点と共通課題をまとめ、執行部へ対応を求めました。

　今回の震災を経験して情報共有の重要性を改めて感じ、議会改革の一つの取組として、タブレットの導入により
ペーパーレス化は進みましたが、それをさらに進化させ、ＤＸの取り組みとしてオンライン会議等ができるように
日常から取り組む必要があると痛感しました。

　発災から２年が経過し、ようやく公費解体がほぼ終了の見込みとなり、これからインフラの本格的復旧が始まり
ます。令和６年度末に策定した市の復興計画が本当に市民のためのものなのかを検証するとともに、市外へ転出さ
れた方々も珠洲市に戻ってきたいと思えるような、魅力ある復興計画になるよう議会として提言をするなどの取組
を進めていく予定です。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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【市議会最前線】議会改革のこれまでと今後のさらなる推進へ＝豊島区議会（東京
都）
26/02/02 08:00 Nf2

豊島区議会の議場

 

議員研修会の様子

 

iJAMP記事

　地方分権改革が進み、地方議会の果たすべき役割の重要性がますます高
まっている中で、豊島区議会では、より一層、分かりやすく開かれた議会の
実現に向けて、東京２３区の中でも先駆的に議会改革の検討に取り組んでき
ました。

　平成２３年７月に、各会派から検討項目を挙げてもらう現行の運営となり
ました。そして、改革の検討については、次期にも引き継いでいくという意
思の表明として、平成２７年３月に全会派一致で「議会改革の推進に関する
決議」を採択しました。

　今期においては、２９の検討事項が提案され、順次、議会改革検討会で議
論をしているところです。直近の令和７年１２月には、公共政策、地方自
治、地方政治を専門とされており、議会改革に造詣の深い大正大学の江藤俊
昭教授を講師に招いて議員研修会を実施しました。

　今回の議員研修会では「議会基本条例」、「議員報酬」、「政務活動
費」、「議員定数」、「通年議会」の五つのテーマについて、江藤教授に講
義をしていただき、議会改革の次なるステージに向けて機運を高めました。

　豊島区議会は、これからも議会改革を推進し、区民にとって開かれたわか
りやすい議会の実現に向け取り組みを進めていきます。（了）

【改革を実現した主な内容】

・平成２３～２６年度の期

「広報編集委員会の設置」、「議会独自の災害対策本部の設置」、「議会報
告会の開催」

・平成２７～３０年度の期

「ヒアリングループマークを議場前に標示」、「政務活動費領収書等のインターネット公開」、「議会のライブ中
継に手話通訳の導入」

・ 令和元～４年度の期

「会議資料等のさらなるペーパーレス化」、「オンライン会議の導入」、「委員会室内での傍聴者閲覧用資料の設
置」

・ 令和５年度～現在

「委員会におけるオンライン出席の規定整備」、「議会のライブ中継の拡大（※）」

※「議会のライブ中継の拡大」は、既にライブ中継をしている本会議、決算特別委員会、予算特別委員会に加え、
令和７年６月から常任委員会（総務委員会、区民厚生委員会、都市整備委員会、子ども文教委員会）および、豊島
副都心開発調査特別委員会においてもライブ中継を開始したものである。

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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